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最低資金の改善と中刀企 業支援の拡充を求める陳情

日も からのご奮田L心より敬量を表します

きて 列棗嗜04割
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Jttn 4人 に1人力鮮収 2∞万呻 ワーキング ラケ となり平均曖金は
"∞

年に比べ 15%も日減りしています 世界にtllのない彙金の下勧 ヽ消薇羽氏X生 産の指4ヽコ嗣破壇と贅因

の拡大を箔いています 莉有が 「彙上|,こよる中 をめざすことは理に力
'よ
っていると騨 誡ヽ

しかし 力14■ ,地靭 園 資曖螢よ 最高の東京で時綸闘 円 漱田県では679円 最u`|"防 oま 。
`,

日に過試 フルタイムで働いても年収 lm万 ～lЮ万円となつており 因

"ら

しいまともなくらし力■

"よ

い

状態にありま丸 また 地城潤陥甚も大きく 秋田県と東京で|よ同じtFを て́も時絡で2∞日も僣差がある

ため 若い労働者の県外読出を招いてしまってい誡

"10年
には[できる限り早郷に全国劇睡帥 円を嗜保し景気慟昴襲 しつつ

"の
年まで1響 均1回

円を目指句 という政労使の 回 ヨ戦略

…

力城立しています 最低賃金lαЮ円は 中4●葉には支払

いが困難との意見もあります01欧 州の先進調コの醐蜀曖金は 鮨買力Ⅵ麟 螂 媚蔭 1,αЮ円以上 月額約

"万
円以上力増洒t高 いホ拗 ]短 口0い 州勁者の生活と●ll力の質 消費疇賛力を確保しつつ 地域経済

と中1企業を支える経済を成り立たせてい誡

日本でも 中″企業への支援策を拡充しなから 

―

金を,き上げる必晏力場 ります 生活できる水準の最

低資金を確立し それを基軸として生活保曖基準 年金 農民の自家労彙 Tllけ 制面 粛芍工彙 税金の課税

劇コ凰度等をJ詢 すれ|ま誰もが麦心して暮らt不 泌こ強0世会をつくることめ

"き

ます

こうしたことを時まえ 畳議会において国口旬けたま見書を採択して,お きヽたく ら願い申し上げます
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させるい ること.

3 政繭は 中4ゆ彙へのコ

"熊

菫けすること.●71CAIBⅢ 軽減する●_●の
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とし
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業とそこ0"く 州■■の社饉躙鉢鴨議OJ曖 伸曖を実爾すること.

4 政閥は ●71毯彙1謝■●代金の買|ll‥ J睡
・
をなくうに0中 ′ヽ企彙痣摯をふまえて 中
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こと.
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